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２年越しで夢見てきた新社屋の完成が目前になって、今思うことは「自分が自分で想

像していたものとは大きく違った」こと。

まず、自分自身がこの不一致にビックリした。もっと喜びが満ち、笑みがこぼれるのだ

ろうと想像していた。しかし、日に日に建物として姿を見せる(社)光陽福祉会に、大きな

大きな責任をど～んと背負わされたような…気持ちになった。

この法人の事務局長であることの責任に、この法人の利用者、保護者様に対しての責

任に、この社屋でこれから行う事業に対しての責任に…。 嬉しいというよりも、大きな責

任を改めて突き付けられた気持ちになった。（ごめんなさい。めでたいのに…）

もちろん経営者である会長と同じように、とまではいきませんが、逃げたい、逃げられな

い様なプレッシャーというものを肌で感じました。いつもならそのプレッシャーを跳ね除け

るより、さらりとその責任から逃れ、責任の重さを感じることを避けてきた私がいました。私

の１番の改善しなければならないところです。

しかし今回はかなり真面目に責任の重みを受けました。責任の重みを受け、逃げられ

ないのであれば真正面からこの責任を受けてみようと考えています。その重みを背負う

覚悟を持ち、利用者、保護者、職員が嬉しいと思ってもらえるために前に進んでいきた

いと思います。

今、何ができるか？ 今、何を求められているか？ 今、何が必要か？ 等々光陽福

祉会の「今」をしっかりと考えていこうと思う。

「今」はきっと未来に繋がる。

「今」と「未来」を繋げる。光陽福祉会はその仕掛け人。

私の喜びはもう少し先伸ばし…。みんなの笑顔の先に私の喜びはあるのだと思う。



• サンタのお兄さんも一緒に記念写真

• まわすのってたいへん
• ぐ～るぐる・・・

• ハートのカタチになぁ～れ

この日の取り組みはクリスマスケーキ作り。生ク
リームを均等にぬり、フルーツをはさみ、苺やお菓子をトッピング。デコレーションすることが楽しくって、みんなかなり真剣
な表情。一人ずつ手を加えていき完成したケーキをみんなでおいしく頂きました。職員からのゲーム等の出し物では身を
乗り出して参加してくれましたよ。 午前のサンタさんはお兄さんサンタでしたが、夕方のサンタさんはトナカイと一緒にやっ
てきました。サンタさんからのプレゼントはゆきだるまパンでしたね。みんなのお家にきたサンタさんはどんなプレゼントを
持ってきてくれたのかな？中高生の出し物には、今年もハンドベル演奏があり
ました。きれいな響きを奏でるハンドベルは、この時期にピッタリ！
クリスマスムードたっぷりのつぼみとなりました。

• トナカイさんと共にサンタさん
• がやってきました
• 「メリークリスマス♪」



ふっくらつき上がったお餅 「おいしそう♪」でも今日は鏡餅つくり
食べることは我慢・・・我慢・・・で
我慢して「ま～るくなあれ」と呪文のよ
うに唱えながらやさしくやさしく包み
込み丸めていきました お餅の感触に
びっくりし触れることに抵抗を感じてし
まう子もいましたが・・・
お餅は熱っい間が勝負!!

固まるまでの短い時間が勝負なのです この短時間勝負が難しい 団子に
なったり 潰れてしまったり ひび割れたり・・・とハプニング満載でした
でも一人一人の鏡餅には個性が光っていましたよ

少々不恰好でも思いがいっぱい詰まった鏡餅は福を運んできてくれそうで
した 恒例行事の一つになっている鏡餅作り 各家庭の正月の顔となって

いることを聞き 子供たちが一生懸命作り上げた物が生かされている
ようでとても嬉しく思います

餅つき機の中では お米から段々とお餅に
変わって行く様子にみんなが釘付けでした

お手本を見ながら 手の動きを確認しながら 頑張りました

気持ちを込めて
「ま～るくなあれ」

「ま～るくなあれ」



毎年恒例のうどん作り すっかり年越しの風物詩となりました 今年は
未就学部さんから可愛い参加者も増え取り組んでいます そんな可愛
い参加者を中高生のお兄さんはひざの上に乗せて一緒に見学してい
ましたよ（微笑）
未就学のお子様は初めての参加 初めての顔ぶれに少し圧倒されて
いましたが 製麺器には興味を示し徐々に雰囲気にも馴染んでいまし
た 職員と一緒に製麺器のハンドルをにぎり 「ぐる ぐる」 と力強い声
かけと共に回しています 製麺器を通り出てくる生地が平ぺったくなっ
たり 麺になって出てくる様を見て目が離せなくなっていました

「ぐ～る ぐ～る」
みんなが応援してくれました • なにがでてくるのかな・・・?

右手はハンドル 左手は生地 視線は製麺器 職人さんみたいでしょ

中高生はうどん作りの下準備から盛り付けまで
頑張ってくれていました

久し振りに持った包丁でしたが 身体で覚えた事
は忘れないものなんですね 怪我をすることなく

取り組むことができました
菊池製麺店 店長?
本日限りの開店
寒い中での営業
ありがとうございました



神様に会う前に手を清めました

順番を守り マナー良く対応できました

初詣の当日は 朝から雪や雨がちらついていましたが みんなが出かける頃には天
気にも恵まれ 今年初めの外出も無事にスタートすることができました 岐阜市内にあ
る伊奈波神社への参拝は今年で４度目になります 恒例行事には積み重ねがあり子ど
もの姿に成長を感じることができます 昨年の姿を思い出しながら「１年の振り返り 今
年の目標」を頭の中でイメージしながら “今年も元気いっぱい 楽しい１年が過ごせま
すように・・・”とお願いしてきました

今年は初めて屋台での
買物を楽しんでいます
おいしかったね（笑）



～１年の無病息災や豊作・招福を祈願する慣し
また、年末年始の胃腸の疲れを整えてくれると
いう事で１月７日に食する七草粥～
つぼみでは１日早く取り組みました

七草の取り組みの前には 七草を紹介しています
「セリ ナズナ スズナ スズシロ ホトゲノザ ゴギョウ ハコベラ」の七草
職員も事前に勉強 葉を手に持ち 説明書を頼りに 取り分けていきます
わかりやすいのは スズナ スズシロ セリ それから先は・・・（笑）
たくさんの葉を食べやすい大きさに小さくカット しています

中高生のみなさんは 蒲鉾の飾り切り
に初挑戦！！
包丁を使っての細かい作業 自然と真

剣な表情へと変わっていきます 手の動
きに注意しながら 見本・手順を確認し
ながらの取り組み 見守る職員の肩にも
自然と力が入ります
包丁の角度を変え指先・手先の力加

減 柔軟な手首の動き等など・・・
本当に大変でしたが松葉やうさぎの形
ができあがりました
お正月の雰囲気が十分に出せた華や

かな蒲鉾になりましたよ

おいしい～
おかわりしちゃった

これなあに～




